
専門家に学ぶ「不登校」～子ども達を応援するための勉強会 報告書 

 

 【日 時】令和８年 3 月 14 日(土)14:00～16:00  

【場 所】 福岡市立香椎公民館講堂 

（福岡市東区香椎駅前 2-17-19） 

 【主 催】香椎東不登校・行き渋り等親の会 

【講 師】「ぼちぼちの会」会長 木村 素也  

【講 演】『 不登校からの進路 』 

 

令和８年 3 月 14 日(土)１４時から１６時まで福岡市立香椎公民館において実施されまし

た。講師は私「ぼちぼちの会」会長の木村素也でした。専門家に学ぶ「不登校」～子ども達

を応援するための勉強会 の第 6 回（最終回）として実施されました。当日は地域、保護者

不登校生の保護者だけでなく不登校の当事者の子どもや支援者等の方々・公民館関係者な

ど約５０名ほどの方が参加され学習会を行いました。 

講演の中で、①不登校の現状と課題②不登校の問題点は何③不登校生の進路について（な

ぜ通信制高校などを選択する生徒が多いか④不登校生の「学校に行け ない」の原因は何⑤

環境的要因と個人的要因などについてお話しました。 

講演の後１時間程度の質問時間があり、講演の中ではあまり触れなかった具体的な事例

を挙げながら個別の対応についてお話をさせていただきました。２時間ほどの限られた時

間ではありましたが、盛りだくさんの内容で参加者の方々も頷きながら熱心に話を聞き、意

見交換をされていました。終了後も質問などをされました。大変熱心に取り組まれており、

今後もよろしくお願いします。 

 

専門家に学ぶ「不登校」～子ども達を応援するための勉強会   第 6 回アンケート集計  

開催日時：202６年 3 月 14 日（土）14 時～16 時  

開催場所：香椎公民館講堂  

参加人数：47 名（内アンケート回答数 24 件）  

１． あなたの性別を教えてください。  

女性：21 男性：3  

２． この勉強会には何回目のご参加か教えてください。  

はじめて：5  2 回目：2  3 回目：2  4 回目：5  5 回目：5  6 回目：５  

３． あなたの年齢を教えてください。  



40 代：10  50 代：1０  60 代：1  70 代：3  

４． どちらの地域からお越しになったか教えてください。  

福岡市東区：17  福岡市（東区以外）：1  福岡市外：6  

５． あなたのお立場を教えてください。（複数選択可）  

保護者：17 支援者：3 地域住民：3 無回答：3  

６． 勉強会の満足度を教えてください。  

とても満足：15  満足：9    

７． ６の回答の理由をお聞かせください。  

・自分の経験からこうした方がいいと思って、子どもにもそれを求めてしまっている部分

があるなと思いました。色々勉強になりました  

・本質をついた内容で勉強になりました。自尊感情を大事にする、子に選んでもらう、子

が選んだ道を支援する。実践したいと思います。  

・このような機会に参加する事がはじめてで、相談する人もおらず悩んでいた。先生のお

話は分かりやすく、不安が軽減された。先が見えない思いがあったが、子供を信じて寄

り添ってみようと思えた。  

・納得することが多かった。進路に関して『自分で選ぶ』は全ての子にいえることだなぁ

と改めて思いました。  

・具体的な進路、成功談をもう少しだけお聞きしたかったです。（後半で聞かせていただ

き、ありがとうございました。  

・講師陣の方が自分では知りえないかたばかりで、どのお話も参考になったため。  

・”自分ができる努力をする”というお言葉が刺さりました。  

・こういった話を今まで聞いたことがありませんでした。寄り添ったお話でとてもよかっ

たです。  

・「できる事、できない事を決断したあなたはすばらしい！！」とても納得できました。  

・今ちょうど子どもとどう接していけばいいのか悩んでいました。子どもを伸ばすことに

ついて、子どもの自尊感情の向上、子どもを変えようとしないというのを今一度考えな

おしたいと思いました。  

・今の子どもの状況を必死で変えようとしていましたが、それが子どもを否定しているこ

とになるという話にハッとさせられました。  

・不登校の問題は「行かないこと」ではなく「不利益」であるという大前提を整理するこ

とができ、その上で子どもを信頼し、自尊感情を大切にするようにしたいと思えました。  

・自分で決めさせる大切さを学びました。これから進路を考える上で大いに役立てたいで



す。  

・「できることをする」「できないことは今はしない」それでいいのかと今まで不安でした

が、今後、実行していきたいと思いました。自尊感情についてのお話もとてもよかった

です。  

・不登校の理由を探しがちだが、できることを考えるということはとても理にかなってい

ると思いました。  

・できる、できないは自分で決める、これはとても大事ですね。  

・不登校 VS 学校ではなく、元教師の立場の先生が親の会を立ち上げられた経験で、どち

らの立場も理解したすばらしい勉強会であった。  

・親の見守り方、具体的に自分なりに考えなければならないなと思いました。  

・自尊感情の大切さ、それを育てる方法について考えさせられました。周囲が先回りして

行うのではなく、本人の話せる環境を整える必要があることを理解できました。  

・自尊感情を高める→ほめる、本人をほめる、本人が気が付かない本人のすばらしさをほ

める、そんなことを考えさせてくれたお話でした。  

８． 不登校について、今後きいてみたいテーマがあれば教えてください。  

・在校している学校との関わり方  

・不登校の支援や相談窓口"  

・不登校になった時の相談先には公的機関の他にどういうところがあるのか  

・8 年度の経験者の座談会、すごく楽しみにしています。  

・安定期、回復期の親の接し方  

９． その他、ご意見やご感想がありましたらお聞かせください。  

・不登校のこと、ASD などの発達障害のことは、少なくとも子を持つ親や、子を持つ予

定の夫婦はみんな学ぶべきだと思います。子どもの発達や、それを支えるということの

本質をすべての親が知るべきだと、この勉強会に参加して思いました。ここに来ている

人たちは（私も含めて）、子どもが不登校になって苦労した後に来ています。もっと早

く学べていたらと思うばかりです。もっと早く学べていたら、行き渋りや不登校になっ

た時の初動がかわります。子に対して。発達のことも学べば、ASD かもしれないと想

像することもできます。早く、学びたかったです。  

・親の会など参加してみたいと思います。ありがとうございました。  

・たくさんの学びをありがとうございました。  

・来期の企画も楽しみにしております。ぜひ参加したいです。  

・一年を通して他では類のないおはなしばかりで毎回興味深かったです。ありがとうござ

いました。  

・今日も素晴らしいお話が聞けてまた救われました。ありがとうございました。  



・ありがとうございました。  

・子どものできることに目を向けたいと思います。方向転換をしてもいい！と考えながら

気楽に子どもと一緒に話していきたいと思います。  

・通年ですばらしいお話を伺うことができました。舩山さんはじめ企画の運営に携わって

こられた皆さま、講師の皆さま、ありがとうございました！  

・具体的な例、参考になりました。ありがとうございました。  

・毎回とても考えさせられます。企画運営、ありがとうございました。 

 


